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。写真の掲載については確認済ですが、無断転載・転用は固くお断りします
。ユニバーサルデザインに配慮した書体・配色を使用しています

御殿山庭園（北品川四丁目７番）

表紙の写真について
（平浩史様撮影）

　表紙に掲載の写真は、ご応募
いただいた中から選ばれました。
　品川区議会では、引き続き品
川区議会だよりの表紙等に掲載す
る写真を募集しています。
　詳しくは、品川区議会ホームペ
ージをご覧いただくか、区議会事
務局調査係までお問合せください。



委員会での質問
手話に対する理解促進につ
いて

行政だけで網羅できない部分は、関係団体
や地域の方々にもお力添えいただきながら、
積極的に取り組んでいきたい

委員会での質問

新しい防災ラジオの価格は 高齢者など、スマートフォンを持って
いない方などに普及させていく価格を
検討していく
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防災ラジオの
機能イメージ 〇〇川が

警戒水位
を超えました。

〇〇川が警戒水位
を超えました。

防災ラジオによる
緊急情報の自動受信

デジタル波による
防災行政無線の緊急情報発信

品川区のこのようなことが
決まりました

品川区のこのようなことが
決まりました

　　 
  

議案審議
－ 令和 3 年第2回定例会 －

会期22日間：令和３年6月23日～7月14日

手話の基本理念などを定めました
第40号議案　品川区手話言語条例

「品川区立環境学習交流施設」を
令和４年５月１日に開設予定です

第43号議案　品川区立環境学習交流施設条例

  

　

計58件
※ 上記のうち、主な議案を以下のとおりご紹介します。

今回審議した議案等は

区長提出議案……16件
請願・陳情………42件

　

　　　　　  

基本理念
　手話は言語であるとの認識の下に、一人一人が尊重され、
手話を必要とする者が安心して生活することができる地域社会
を実現する。

区の責務
・手話に対する理解の促進および普及に必要な施策の推進
・手話による意思疎通が図りやすい環境整備の推進

防災ラジオを導入します
第50号議案　防災ラジオ他の買入れについて

施設構成

※ボランティア室・地域交流室・多目的スペースは貸し出
　しを行う予定

階数 施設 内容

3 階
多目的スペース 講座・講演会やワークショッ

プを開催するスペース

展示室
環境との関わりを疑似体験でき
る大型映像展示と体感を重視
した常設展示

2 階
ボランティア室 環境の保全に関する活動の場

地域交流室 地域活動の場

1 階 コミュニティラウンジ
休憩スペースをはじめ、情報
発信エリア、キッズスペース
等を備えた多機能ラウンジ

　手話を必要とする者が安心して生活することができる地域社会を実現するため、手
話に対する理解の促進および普及のための基本理念、区の責務などを定めました。

　防災行政無線放送の聞き取りが困難な区民や施設に対し、災害発生時などにおいて迅速かつ
正確な情報の提供を行い、適切な避難行動を促すため、防災行政無線の緊急放送を受けて自動
起動する防災ラジオの買入れを行います。※防災ラジオの販売は令和4年度を予定しております。

　区民および事業者が環境の保全について関心や理解を深め、主体的に環境保全活動を実
践することを推進するとともに、地域交流の促進を図るため、品川区豊町二丁目１番30
号に「品川区立環境学習交流施設」を開設します。
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付託委員会 請願・陳情件名 受理番号 結 果

総務委員会 品川区庁舎建て替えにあたり品川アリーナ新設を求める陳情 令和３年
陳情第７号 継続審査

区民委員会
選択的夫婦別姓制度の国会審議を求める意見書を国に提出することを要望する請願 令和元年

請願第 21号 継続審査

目黒川沿いに設置されている喫煙所撤去に関する陳情 令和２年
陳情第 62号 趣旨採択

厚生委員会

南品川６－７－１８の土地のホテル計画に関する陳情 令和元年
陳情第 35号 継続審査

地域や宿泊者にとって、安心・安全なホテル運営ができる制度への改善を求める陳情 令和２年
陳情第 29号 継続審査

区内の障害者グループホームに重度障害者も入居対象にするよう、区に求める陳情 令和３年
陳情第 15号 不採択

障害者の「生活介護事業」のサービスの質の維持を求める陳情 令和３年
陳情第 25号 不採択

障害児者総合支援施設「ぐるっぽ」の運営事業者変更見直しを求める陳情 令和３年
陳情第 29号 不採択

品川区障害児者総合支援施設内の精神障害に係るサービスについてニーズにあった適切
な提供を行うよう、区に求める陳情

令和３年
陳情第 34号 不採択

八潮団地内に風呂付シルバーセンターを整備する事への陳情 令和３年
陳情第 35号 不採択

建設委員会

羽田増便による新都心飛行ルートの中止・撤回に関する請願 令和２年
請願第 3号 継続審査

羽田増便による新飛行ルートの「教室型説明会」を引き続き開催することに関する陳情 令和元年
陳情第 17号 不採択

羽田増便による新飛行ルートの＜教室型説明会＞を引き続き開催することに関する陳情 令和元年
陳情第 34号 不採択

区議会決議を尊重して国交省に撤回を求めるよう区長に求める陳情 令和元年
陳情第 37号 継続審査

羽田新飛行ルート実施延期と説明会開催に関する陳情 令和２年
陳情第 19号 不採択

羽田新飛行ルートの本格実施飛行の中止を、品川区から国交省に求めてくださいの陳情 令和２年
陳情第 21号 継続審査

令和２年３月２９日以降の「羽田新ルート」運用について「都心上空飛行ルート」の「海
ルート」への変更を求めることについての陳情

令和２年
陳情第 22号 継続審査

羽田増便による新飛行ルートの説明会に関する陳情 令和２年
陳情第 25号 不採択

羽田空港国際線増便の目的消失による、新飛行経路の都心低空飛行停止を国に望む陳情 令和２年
陳情第 28号 継続審査

区民投票条例案が否決されたため、意見を言う場を作ってほしいということに関する陳
情

令和３年
陳情第 10号 不採択

品川区から国へ、区議会の意見を伝えて欲しいということに関する陳情 令和３年
陳情第 11号 不採択

品川区における騒音測定装置の設定と拡充を求める陳情 令和３年
陳情第 12号 不採択

品川区民に羽田新飛行経路の賛否を問う陳情 令和３年
陳情第 13号 不採択

コミュニティバスの運行に関する陳情 令和３年
陳情第 14号 不採択

区民投票条例制定の再度請求に関する陳情 令和３年
陳情第 16号 不採択

区民投票条例の制定と実行を求める陳情 令和３年
陳情第 17号 不採択

羽田空港増便による品川区上の低空飛行ルート撤回を求める陳情 令和３年
陳情第 18号 不採択

羽田新航路　南風好天時最終着陸進入・騒音対策としての降下角 3.45°に関する陳情 令和３年
陳情第 20号 不採択

区民住宅の住替えに関する陳情 令和３年
陳情第21号 不採択

議案の議決結果
全会一致で可決した議案

意見の分かれた議案

○…賛成　×…反対　(数字 )は所属議員数　無所属議員は左から氏名の50音順で表記しています。（令和3年7月14日現在）
※１…自民のうち１名は議長の職務を行ったため、議決には加わりませんでした。
※２…品改のうち１名は欠席のため、議決には加わりませんでした。

●会派名は次の略語で記載しています。
自民……品川区議会自民党　公明……品川区議会公明党　自・無……自民・無所属・子ども未来
共産……日本共産党品川区議団　品改……品川改革連合　ネット……品川・生活者ネットワーク
しな無……しながわ無所属クラブ

議案番号 件　　　名
36 令和３年度品川区一般会計補正予算

37 一般職の任期付職員の採用に関する条例の一部を改正する条例

38 品川区特別区税条例の一部を改正する条例

40 品川区手話言語条例

41 品川区旅館業に関する条例の一部を改正する条例

42 品川区公衆浴場の設置場所の配置および衛生措置等の基準に関する条例の一部を改正する条例

43 品川区立環境学習交流施設条例

45 三ツ木保育園改築工事請負契約

46 大井坂下公園改修工事請負契約

47 第四日野小学校校舎改築その他工事請負契約

48 第四日野小学校校舎改築その他機械設備工事請負契約

49 第四日野小学校校舎改築その他電気設備工事請負契約

50 防災ラジオ他の買入れについて

51 教育委員会委員の任命同意について（塚田　成四郎　氏）

会派や委員会の変更について
●会派構成の変更
・令和３年６月18日付で「立憲・無所属しながわ」より会派解散届が提出され、あべ祐美子
議員とくにば雄大議員が無所属になりました。
・令和３年７月12日付でくにば雄大議員が「品川改革連合」に加入しました。

●委員会構成の変更
　令和３年７月14日の本会議において渡部茂議員が行財政改革特別委員に、くにば雄大議員が災
害・環境対策特別委員に選任されました。

●区議会議員の離職
　令和３年６月25日付で筒井ようすけ議員とあべ祐美子議員が区議会議員を離職しました。

各議員の賛否はこち
らのQRコードから
ご覧になれます→

議案
番号 件　　　名 結 果

自 民
（9）

公 明
(7)

自・無
(6)

共 産
(6)

品 改
(3)

ネット
(2)

しな無
(2)

無所属議員
（50 音順）

（1） （1） （1）

39 品川区手数料条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 学校教育職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

※１ ※ 2

※ 2※１

(令和3年8月26日現在)

請願・陳情の審査結果
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付託委員会 請願・陳情件名 受理番号 結 果

建設委員会

しながわ区民公園北側ゾーン改修計画に関する陳情 令和３年
陳情第 26 号 不採択

品川道踏切にエレベーターの設置を希望する陳情 令和３年
陳情第 27 号 不採択

東大井集会所に騒音測定器を設置してほしい陳情 令和３年
陳情第 28 号 不採択

品川区における大規模再開発の見直しを求める陳情 令和３年
陳情第 30 号 不採択

品川区大井町Ｃ地区に関する陳情 令和３年
陳情第 31 号 不採択

品川区大井町Ｃ地区の町づくり関する陳情 令和３年
陳情第 32 号 不採択

品川区大井町Ｃ地区開発に関する陳情 令和３年
陳情第 33 号 不採択

「羽田空港のこれから」専用電話番号（0570- ×× - ×××）（ナビダイアル～有料 20 秒
毎に 10 円課金）をフリーダイアル（0120- ×× - ×××）に変えることについての陳情

令和３年
陳情第 39 号 継続審査※

文教委員会
離婚等のこども養育支援にかかる陳情 令和２年

陳情第 47 号 継続審査

区立子どもの森公園の工事に関する陳情 令和３年
陳情第 36 号 不採択

行財政改革
特別委員会 新庁舎整備基本構想に福祉施設の整備を含めるよう品川区に求める陳情 令和３年

陳情第 38 号 継続審査※

災害・環境対策
特別委員会

「第６次エネルギー基本計画策定に当たり、再生可能エネルギーの更なる活用促進を求め
る」意見書を国に提出することを求める請願

令和３年
請願第 5 号 不採択

ゼロカーボン達成に向けた取組みの推進に関する陳情 令和３年
陳情第 23 号 不採択

※たけうち　忍　議員は、
副議長在職４年表彰
を辞退しました。

  

全国市議会議長会から表彰されました 永年にわたり議会活動に貢献し、地方自治の進展に努めた功績に対し、
全国市議会議長会から表彰を受けました。

議員在職
10年表彰

安藤　たい作 議員 石田　ちひろ 議員

木村　けんご 議員

鈴木　博 議員

※あくつ　広王　議員、
塚本　よしひろ　議員、
つる　伸一郎　議員は、
議員在職10年表彰
を辞退しました。

大倉たかひろ 議員

石田　秀男 議員 鈴木　ひろ子 議員

議員在職
20年表彰

副議長在職
４年表彰

 択採　　 ：区議会として、ご希望に賛同します。
趣旨採択：区議会として、ご希望の趣旨に賛同します。

継続審査：区議会として、引き続き慎重に審査します。
（※は７月14日の本会議最終日に付託されました）

採択し、区長に報告を求めた請願・陳情について

品川区私立幼稚園保護者負担教育費の軽減に関する請願

１．入園料補助金の更なる増額の要請
　入園料補助金は、保護者の負担軽減、公私格差の是正のため、設けられた制度であり、社会状況を鑑みながら、補助金
制度の維持に向けて努力してまいりました。
　ご要望いただきました補助金を含め、今後も様々な支援を検討してまいりますので、ご理解のほどよろしくお願いいた
します。

２．私立振興費助成金・保護者教職員連合会への助成を含めた増額の要請
　私立幼稚園の経営の安定化を図ることを目的とした私立幼稚園への直接助成金は、区の財政状況を勘案しながら、実態
に沿うよう制度の見直しに努めてまいりました。
　現在では、振興費補助金のほか、園児健康管理費増進費、心身障害児教育事業費、防災安全対策費、インフルエンザ予
防接種費、衛生管理費について、それぞれ補助を行っております。加えて今後は、私立幼稚園に従事する職員への健康診
断費用の補助等を検討してまいります。
　次に、保護者教職員連合会への助成ですが、区は私立幼稚園協会に対し、550万円の補助をしており、そのうち、保護
者教職員連合会が実施する研修や講演会等において、会場費や講演料などにあてられています。
　今後も、私立幼稚園の状況を見極めながら、必要な支援を継続してまいります。

１．品川区の公共工事に伴う設計監理業務委託の入札に、多くの他区の事例と同様な最低制限価格制度
　   の導入をお願いしたい。
　設計監理業務委託に係る最低制限価格制度の導入検討にあたり、まず区では、本年５月の特別区経理課長会において、
各区の適用状況の調査を行いました。
　本調査結果を踏まえながら、導入時期・適用範囲等について引き続き検討を行ってまいります。

２．設計監理業務委託の入札に、品川区内業者（本店、支店等がある）の優先指名や限定制限をお願い   
　　したい。
　設計監理業務委託の入札に係る品川区内業者の優先指名等については、区内業者で十分調達可能な業務におきまして、
競争入札を行う際に区内業者を優先しております。
　区内業者の育成および支援の観点からも、今後とも継続してまいります。

設計監理入札制度に関する請願

　本件は、区立小学校における「35人学級」の実現に向けた環境整備および、国や都への助成措置の働きかけを求めたも
のです。
　品川区における学級編制は、義務標準法や都の学級編制基準に基づき行われており、今後においてもその考えに変わりは
ありません。
　本年４月１日改正法が施行され、小学校２年生以降を順次35人学級とすることとなりました。35人学級の導入に伴い、
必要な教室や設備の増加が見込まれるため、今後の就学人口に沿って、施設・設備の整備を適切に進めてまいります。
　また、改正法施行前より、35人学級の導入を見据えた教員加配などの要望は、各区の事情も尊重しつつ、特別区教育長
会を通じて東京都へ働きかけています。
　引き続き、35人学級の進展によって生じる様々な課題についても、必要に応じた支援を国や都に要望してまいります。

区立小学校における「35人学級」の実現についての請願

不 採 択：区議会として、ご希望に賛同しかねます。　　　　　 請願・陳情についての議事内容等が掲載
された各付託委員会の会議録は、こちら
のＱＲコードからご覧になれます→



令和３年第２回定例会では、区政全般について、10名の議員が一般質問を行いました。
以下、概要をお知らせします。

区政をきく（一般質問）

本会議における発言の際はマスクを着用することとしておりましたが、令和２
年第２回定例会本会議より、議長席および演壇においてはアクリル製飛沫防止
パネルを設置し、マスクを外しての発言を可能としました。

6
月
23
日
（
水
）

安
藤
　た
い
作
　議
員
（
共
　産
）

鈴
木
　
　真
澄
　議
員
（
自
　民
）

吉
田
　ゆ
み
こ
　議
員
（
ネ
ッ
ト
）
　

こ
ん
の
　孝
子
　議
員
（
公
　明
）

高
橋
　
　伸
明
　議
員
（
自
・
無
）

6
月
24
日
（
木
）

湯
澤
　
　一
貴
　議
員
（
自
　民
）

た
け
う
ち
　忍
　議
員
（
公
　明
）

鈴
木
　
　
　博
　議
員
（
自
・
無
）

木
村
　け
ん
ご
　議
員
（
し
な
無
）

松
本
と
き
ひ
ろ
　議
員
（
無
所
属
）

一般質問
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本会議場の議席配置が変わりました
議 長 席

演　壇

傍　聴　席

（共産）

安藤　
たい作

（共産）

石田　
ちひろ

（自・無）

鈴木
博

（自・無）

高橋
伸明

（しな無）

木村
けんご

（無所属）

高橋　
しんじ

（しな無）

大倉
たかひろ

（自民）

芹澤
裕次郎

（品改）

須貝　
行宏

（公明）

塚本　
よしひろ

（公明）

あくつ
広王

（公明）

つる　
伸一郎

（共産）

おくの
晋治

（自・無）

せお
麻里

（自民）

本多
健信

（自民）

小芝
新

（自民）

西村　
直子

（無所属）

松本
ときひろ

（共産）

鈴木　
ひろ子

（共産）

中塚
亮

（自・無）

渡部
茂

（自・無）

大沢　
真一

（無所属）

西本　
たか子

（自民）

石田　
秀男

（自民）

渡辺　
裕一

（自民）

鈴木　
真澄

（品改）

藤原　
正則

（公明）

若林　
ひろき

（公明）

たけうち
忍

（公明）

こんの
孝子

（共産）

のだて
稔史

（自・無）

横山
由香理

（自民）

松澤
和昌

（自民）

湯澤
一貴

（品改）

くにば
雄大

（ネット）

田中
さやか

（公明）

新妻
さえ子

（ネット）

吉田
ゆみこ

会派
一覧

品川区議会自民党（自民） 自民・無所属・子ども未来（自・無）品川区議会公明党（公明）

日本共産党品川区議団（共産） 品川改革連合（品改）

しながわ無所属クラブ（しな無）
品川・生活者ネットワーク（ネット）

会派に属さない無所属の議員（無所属）

(令和3年7月14日現在)

（空席）

（空席）

人
の
命
よ
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
優
先
す
る
の
は
間
違
い
。

国
と
都
に
五
輪
の
中
止
を
求
め
よ
。

区
民
の
安
全
・
安
心
を
担
保
し
な
が
ら
、

都
や
組
織
委
員
会
と
連
携
し
て
大
会
を

成
功
さ
せ
る
こ
と
が
区
の
役
割
。
中
止

を
求
め
る
考
え
は
な
い
。

求
め
て
き
た
在
宅
接
種
の
具
体
化
が
進

ま
な
い
理
由
は
。

医
師
会
と
協
議
を
重
ね
、
訪
問
接
種
医

が
接
種
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
た
。

29
号
線
の
買
収
用
地
は
、
五
百
㎡
以
上

高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
、
在

宅
で
外
出
の
難
し
い
高
齢
者
、
障
害
者

へ
の
接
種
方
法
は
。

７
月
末
に
は
高
齢
者
の
接
種
が
完
了
で

き
る
見
込
み
。
在
宅
療
養
者
は
訪
問
診

療
医
が
訪
問
に
て
接
種
、
障
害
者
の
方

は
施
設
で
ま
と
ま
っ
て
接
種
な
ど
検
討
。

長
期
基
本
計
画
の
実
施
計
画
の
策
定
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
引
続
き
中
断
し
て
い

る
の
か
。
10
年
の
計
画
を
ス
ト
ッ
プ
さ

せ
ず
政
策
形
成
が
必
要
。

実
施
計
画
の
策
定
作
業
を
再
開
。
長
計

の
実
現
は
重
要
で
あ
り
、
具
体
的
な
指

針
と
し
て
全
庁
的
に
検
討
を
進
め
る
。

減
少
に
転
じ
た
区
内
人
口
の
傾
向
を
ど

う
判
断
す
る
か
。

令
和
2
年
9
月
以
降
減
少
傾
向
。
人
口

動
向
は
行
財
政
運
営
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
。
把
握
と
分
析
に
努
め
る
。

計
画
は
多
様
な
都
市
機
能
を
備
え
、
駅

に
直
結
し
、
人
の
流
れ
が
地
区
内
で
完

結
し
て
し
ま
う
。
デ
ッ
キ
側
に
造
ら
れ

る
新
店
舗
と
商
店
街
と
の
連
携
、
大
井

町
駅
中
央
口
側
へ
の
歩
行
者
の
回
遊
は
。

地
区
外
に
回
遊
で
き
る
よ
う
計
画
し
て

い
る
が
、
地
域
の
意
見
を
聞
き
、
さ
ら

な
る
回
遊
性
の
向
上
を
め
ざ
し
関
係
者

と
検
討
を
進
め
る
。

ワ
ク
チ
ン
、
大
規
模
検
査
、
十
分
な
補

償
な
ど
コ
ロ
ナ
収
束
に
集
中
を　
感
染

リ
ス
ク
を
広
げ
国
民
の
命
を
危
険
に
さ

ら
す
東
京
五
輪
は
中
止
を

固
定
化
回
避
検
討
会
は
区
民
を
あ
ざ
む

く
も
の　
事
故
が
起
こ
る
前
に
羽
田
新

ル
ー
ト
は
中
止
を

巨
額
な
無
駄
遣
い
の
補
助
29
号
線
・
放

射
２
号
線
道
路
は
廃
止
し
、
買
収
用
地

は
切
実
な
特
養
ホ
ー
ム
、
障
害
者
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
、
認
可
保
育
園
に
転
用
を

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
品
川
区
に
つ
い
て

福
祉
に
つ
い
て

区
政
運
営
に
つ
い
て

広
町
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

住
民
を
追
い
出
し
開
発
企
業
の
利
益
を

優
先
す
る
大
崎
西
口
駅
前
地
区
・
品
川

駅
南
地
区
の
超
高
層
再
開
発
は
撤
回
を

安
藤
　
た
い
作
　
議
員

　
　
　
　
　
　
　（
共
　
産
）

鈴
木
　
真
澄
　
議
員
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
自
　
民
）

は
５
か
所
、
三
百
㎡
程
度
な
ら
20
カ
所

あ
る
。
特
養
ホ
ー
ム
、
障
害
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
、
認
可
保
育
園
等
の
事
業
用

地
に
充
て
る
べ
き
。

防
災
性
向
上
と
交
通
円
滑
化
の
観
点
か

ら
重
要
な
道
路
。
都
に
対
し
廃
止
や
用

地
の
転
用
を
求
め
る
考
え
は
な
い
。

固
定
化
回
避
検
討
会
が
示
す
案
は
全
て

品
川
区
の
上
を
飛
ぶ
こ
と
に
な
る
と
思

う
が
、
い
か
が
か
。

ど
の
ル
ー
ト
、
具
体
的
な
位
置
を
飛
ぶ

の
か
は
、
国
か
ら
も
公
表
さ
れ
て
お
ら

ず
、
そ
れ
に
つ
い
て
区
と
し
て
推
測
を

す
る
の
は
非
常
に
困
難
。

北
品
川
・
東
品
川
665
戸
の
都
営
住
宅
を

再
開
発
で
な
く
さ
な
い
よ
う
求
め
る
。

な
ぜ
必
ず
残
す
と
言
え
な
い
の
か
。

都
営
住
宅
は
東
京
都
の
施
策
の
範
疇
な

の
で
、
東
京
都
と
調
整
が
な
さ
れ
る
べ

き
も
の
。

 ( 

そ
の
他
の
質
問 

）

　
・
陥
没
事
故
で
大
深
度
の
安
全
神
話
は
崩　

　
　
れ
た　
次
世
代
へ
の
負
の
遺
産
、
リ
ニ

　
　
ア
新
幹
線
は
今
こ
そ
中
止
を
求
め
よ　

高
齢
者
福
祉
は
重
要
な
政
策
。
重
層
的

支
援
体
制
整
備
に
向
け
た
検
討
状
況
を
。

昨
年
度
よ
り
庁
内
検
討
を
開
始
し
、
今

年
度
は
課
題
の
抽
出
や
連
携
の
仕
組
み

な
ど
の
検
討
を
す
る
。

介
護
予
防
の
充
実
と
財
政
面
は
。

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
・
効
率

的
に
展
開
し
安
定
し
た
運
営
に
努
め
る
。

障
害
児
者
総
合
支
援
施
設
の
、
来
年
10

月
か
ら
の
指
定
管
理
者
が
選
定
さ
れ
た
。

ス
ム
ー
ズ
な
引
継
ぎ
、
利
用
者
が
、
戸

惑
い
や
、
変
化
が
生
じ
な
い
体
制
が
必

要
。
現
・
新
管
理
者
間
で
早
く
調
整
を
。

令
和
４
年
４
月
以
降
を
引
継
ぎ
期
間
と

し
、
次
期
・
現
指
定
管
理
者
の
職
員
が

一
緒
に
支
援
に
入
る
予
定
。
利
用
者
に

混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
、
計
画
的
に
円

滑
な
引
継
ぎ
を
行
う
。
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区
と
支
援
団
体
が
困
難
事
例
解
決
に
向

け
た
話
合
い
を
行
う
場
が
必
要
で
は
？

居
場
所
づ
く
り
や
学
習
支
援
事
業
等
、

関
係
機
関
と
連
携
に
努
め
て
い
る
。

区
か
ら
必
要
と
思
わ
れ
る
世
帯
へ
、
し

な
が
わ
子
ど
も
食
堂
マ
ッ
プ
を
提
供
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
。

し
あ
わ
せ
食
卓
事
業
の
食
品
配
送
の
際

の
情
報
提
供
、
区
施
設
で
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
配
布
等
、
周
知
に
努
め
て
い
る
。

子
ど
も
の
貧
困
実
態
調
査
を
す
べ
き
。

調
査
の
必
要
性
は
今
後
検
討
す
る
。

64
歳
以
下
の
一
般
区
民
等
の
接
種
に
つ

い
て
、
円
滑
な
接
種
に
向
け
た
接
種
計

画
の
見
通
し
を
聞
く
。

集
団
接
種
は
、
基
礎
疾
患
の
方
等
、
そ

の
後
順
次
年
代
別
に
進
め
る
。
個
別
接

種
は
120
か
所
以
上
の
医
療
機
関
で
開
始
。

在
宅
療
養
の
方
は
訪
問
診
療
医
に
よ
り

実
施
。

重
度
の
介
護
状
態
や
心
身
障
が
い
等
の

要
配
慮
者
の
た
め
、
訪
問
接
種
や
施
設

接
種
の
早
期
実
施
を
要
望
。
要
配
慮
者

の
同
居
家
族
へ
の
同
時
接
種
を
提
案
。

障
が
い
者
は
、
施
設
接
種
を
検
討
。
訪

問
診
療
の
際
、
家
族
に
も
接
種
が
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

子
育
て
中
の
保
護
者
が
円
滑
に
接
種
で

き
る
よ
う
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
預
け

ら
れ
る
体
制
の
整
備
を
提
案
。

の
権
利
等
の
講
座
等
も
教
育
部
門
と
連

携
し
な
が
ら
工
夫
す
る
。

品
川
区
で
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

と
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
を
制
度
化
す
べ
き
。

国
が
権
利
擁
護
の
仕
組
み
を
具
体
的
検

討
。
国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

区
自
ら
が
区
施
設
の
電
力
契
約
先
を
全

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
切
り
替
え

る
こ
と
を
掲
げ
る
べ
き
で
は
？

区
の
施
設
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

100
％
へ
の
切
替
え
を
、
新
築
、
指
定
管

理
の
施
設
を
中
心
に
進
め
た
。
今
後
も

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
を
推
進
す
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
発
生
抑
制
に
強
い
問

題
意
識
を
示
す
べ
き
。

環
境
基
本
計
画
の
見
直
し
に
お
い
て
問

題
意
識
を
持
っ
て
検
討
す
る
。

区
の
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
制
度
へ
の
取
組
と
制
度

の
趣
旨
に
つ
い
て
区
民
へ
周
知
す
べ
き
。

さ
ら
な
る
周
知
と
啓
発
を
検
討
す
る
。

オ
ア
シ
ス
ル
ー
ム
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
定

員
枠
を
減
ら
し
て
い
る
た
め
通
常
枠
で

の
利
用
。
保
育
園
在
園
児
の
保
護
者
が

希
望
す
る
場
合
は
柔
軟
な
対
応
を
す
る
。

品
川
区
民
向
け
に
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ

に
記
載
の
、
現
時
点
の
ル
ー
ト
案
を
、

正
確
な
地
図
上
に
反
映
さ
せ
た
資
料
を

要
求
す
べ
き
。

現
在
、
地
図
に
具
体
的
に
落
と
す
こ
と

は
非
常
に
難
し
い
と
考
え
る
。

災
害
時
に
要
配
慮
者
を
安
全
に
移
送
す

る
た
め
介
護
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
災
害

時
の
輸
送
協
定
の
締
結
を
提
案
。

避
難
支
援
体
制
の
強
化
の
た
め
介
護
タ

ク
シ
ー
事
業
者
と
の
災
害
時
協
定
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
実
施
可
能
な
オ
ン
ラ
イ

ン
等
の
新
し
い
防
災
訓
練
を
提
案
。

幅
広
い
年
齢
層
の
防
災
意
識
の
啓
発
の

た
め
に
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
の
防
災

訓
練
等
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

と
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

東
京
都
こ
ど
も
基
本
条
例
を
ふ
ま
え
た

子
ど
も
・
若
者
施
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て

品
川
区
環
境
基
本
計
画
中
間
の
見
直
し

に
つ
い
て

 
 「

羽
田
新
飛
行
経
路
の
固
定
化
回
避
に

係
る
技
術
的
方
策
検
討
会
」
に
つ
い
て

災
害
対
策
に
つ
い
て

高
齢
者
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
支
援
の
促

進
に
つ
い
て

育
児
支
援
に
つ
い
て

吉
田
　
ゆ
み
こ
　
議
員

　
　
　
　
　
　
　（
ネ
ッ
ト
）

こ
ん
の
　
孝
子
　
議
員

　
　
　
　
　
　
　（
公
　
明
）

自
衛
隊
の
大
規
模
接
種
セ
ン
タ
ー
で
は

年
齢
制
限
の
撤
廃
な
ど
、
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
を
図
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

接
種
券
の
早
期
送
付
な
ど
区
の
見
解
は
。

64
歳
以
下
の
区
民
で
希
望
さ
れ
る
方
に

は
早
速
に
接
種
券
を
発
行
し
た
。

品
川
区
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｄ
Ｘ
化
に

か
け
る
意
気
込
み
を
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
区
民
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
生
か
す
と
と
も
に
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も
徹
底
し
て
い
く
。

国
が
推
進
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｄ
Ｘ
化

に
つ
い
て
、
財
政
的
支
援
措
置
な
ど
を

国
や
都
に
要
望
す
る
つ
も
り
が
あ
る
か
。

特
別
区
長
会
を
通
じ
て
、
財
政
支
援
等

に
つ
い
て
要
望
す
る
予
定
で
あ
る
。

一
日
で
も
前
倒
し
し
て
接
種
券
を
発
送

す
る
こ
と
が
区
民
に
対
す
る
誠
意
で
は
。

希
望
さ
れ
る
区
民
の
方
に
窓
口
に
て
個

別
に
接
種
券
を
交
付
。

高
齢
者
や
情
報
弱
者
と
さ
れ
る
方
が
取

り
残
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
接
種
体
制
を
。

チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
、
ケ
ア
マ
ネ
や
在

宅
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
協
力
し
て
対
応
。

経
済
支
援
の
継
続
と
国
や
都
と
連
携
し

更
な
る
拡
充
を
図
る
べ
き
。

今
後
も
国
や
都
の
動
向
等
を
注
視
し
な

が
ら
経
済
状
況
に
応
じ
た
各
種
支
援
策

を
推
進
し
て
い
く
。

景
気
に
左
右
さ
れ
な
い
財
源
確
保
と
そ

の
た
め
の
基
盤
づ
く
り
が
課
題
。

国
に
対
し
地
方
税
制
の
抜
本
的
な
見
直

し
を
強
力
に
求
め
、
都
に
は
区
の
実
態

に
応
じ
た
財
源
配
分
さ
れ
る
よ
う
協
議
。

区
に
お
け
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
区
の
認
識
と
課
題
は
。

現
在
は
学
習
課
題
の
送
受
信
を
行
う
な

ど
活
用
が
進
ん
で
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
す
る
教
員
の
能
力
向
上
等
が
課
題
だ
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
学
校
教
育
の
現
場
で
急

速
に
進
む
一
方
で
、
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ

も
極
め
て
重
要
と
考
え
て
い
る
。
対
面

で
人
と
人
と
が
向
き
合
う
こ
と
で
し
か

伝
わ
ら
な
い
も
の
も
あ
る
と
思
う
か
ら

だ
。
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
が
適
切
に

調
和
し
た
教
育
に
つ
い
て
区
の
考
え
は
。

学
校
は
、
児
童
・
生
徒
が
相
互
に
関
わ

り
合
い
な
が
ら
様
々
な
体
験
を
通
し
て

成
長
し
て
い
く
場
で
あ
り
、
学
習
場
面

に
応
じ
て
双
方
の
利
点
を
生
か
し
て
い

く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り「
読
み
書
き
障
害
」

が
子
供
た
ち
の
間
で
増
え
て
い
る
。

紙
の
教
科
書
と
ノ
ー
ト
を
使
う
学
習
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
て
い
く
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
。

関
連
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

体
育
の
授
業
で
の
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い

て
。

着
用
の
必
要
が
な
い
こ
と
は
今
後
も
学

校
に
周
知
し
、
外
す
こ
と
に
抵
抗
の
あ

る
児
童
生
徒
に
は
個
別
に
配
慮
。

国
に
対
し
て
財
政
支
援
を
求
め
削
減
達

成
さ
れ
た
場
合
は
補
助
金
拠
出
を
要
望
。

国
に
対
し
積
極
的
に
区
へ
の
支
援
に
つ

い
て
働
き
か
け
る
。

世
代
に
的
を
絞
っ
た
数
ペ
ー
ジ
の
簡
易

的
な
冊
子
を
作
り
、
自
分
で
で
き
る
自

分
に
合
っ
た
避
難
・
救
出
・
応
急
救
護

活
動
を
促
し
て
は
。

様
々
な
世
代
の
方
に
よ
り
分
か
り
易
い

啓
発
が
で
き
る
よ
う
、
記
入
型
の
薄
い

冊
子
の
作
成
な
ど
を
検
討
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
い
じ
め
根
絶
に

向
け
た
環
境
作
り
と
支
援
体
制
が
必
要
。

学
校
と
教
育
委
員
会
が
連
携
し
て
い
じ

め
の
早
期
発
見
・
解
決
を
図
っ
て
い
く
。

 

「
コ
ロ
ナ
禍
で
は
よ
り
若
い
世
代
、
そ

し
て
、
よ
り
不
安
定
な
職
種
に
就
い
て

い
る
方
ほ
ど
、
感
染
対
策
よ
り
も
経
済

対
策
を
重
視
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声

が
強
く
出
て
い
る
。
区
と
し
て
独
自
の

対
策
を
行
う
考
え
は
。

区
の
独
自
事
業
と
し
て
子
ど
も
若
者
応

援
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
開
設
や
子
育
て

支
援
団
体
へ
の
助
成
等
を
行
っ
て
お
り

今
後
も
充
実
に
努
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
区
の
成
長
戦
略
に

つ
い
て

教
育
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
つ
い
て　

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

環
境
に
つ
い
て

防
災
に
つ
い
て

人
権
に
つ
い
て

教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て

生
活
弱
者
・
困
窮
者
等
に
対
す
る
支
援

に
つ
い
て

高
橋
　
伸
明
　
議
員

　
　
　
　
　
　
　（
自
・
無
）

湯
澤
　
一
貴
　
議
員

　
　
　
　
　
　
　（
自
　
民
）

大
人
と
子
ど
も
が
共
に
子
ど
も
の
人
権

に
つ
い
て
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
、
教
育

委
員
会
と
区
の
連
携
で
実
施
を
提
案
。

男
女
共
同
参
画
事
業
の
中
で
、
子
ど
も

都
の
補
助
事
業
を
活
用
す
る
な
ど
、
区

に
お
け
る
ス
マ
ホ
教
室
の
充
実
を
要
望
。

多
く
の
高
齢
者
が
受
講
で
き
る
よ
う
、

区
の
ス
マ
ホ
教
室
を
拡
充
。
都
の
補
助

制
度
を
周
知
し
町
会
・
自
治
会
に
よ
る

ス
マ
ホ
教
室
の
開
催
を
促
進
す
る
。

都
の
事
業
を
活
用
し
た
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ

ー
に
よ
る
一
時
預
か
り
利
用
支
援
の
創

設
を
提
案
。

先
行
導
入
し
て
い
る
自
治
体
の
利
用
状

況
を
注
視
し
つ
つ
検
討
を
進
め
て
い
く
。
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広
報
し
な
が
わ
等
で
、
空
間
除
菌
に
つ

い
て
政
府
見
解
等
の
周
知
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

空
間
除
菌
に
は
効
果
が
な
く
、
ま
た
健

康
被
害
も
あ
り
得
る
こ
と
を
、
広
報
し

な
が
わ
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

し
て
い
く
。

注
文
待
ち
の
フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー
配
達

員
と
近
隣
住
民
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、

区
の
対
応
状
況
は
。

近
隣
住
民
か
ら
の
通
報
で
生
活
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
が
指
導
を
し
て
い
る
。
警

察
署
に
も
通
報
が
あ
る
の
で
、
引
き
続

き
警
察
署
と
連
携
し
、
対
応
し
て
い
く
。

地
震
で
の
建
物
被
害
が
想
定
さ
れ
る
品

川
区
で
新
型
コ
ロ
ナ
等
に
対
応
す
る
た

め
、
車
中
泊
等
を
視
野
に
学
校
の
校
庭

等
を
活
用
し
た
避
難
所
確
保
の
検
討
を
。

校
庭
等
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
に
医
療

救
護
所
等
と
し
て
の
活
用
も
考
え
て
お

り
、
避
難
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
活
用
は

被
災
状
況
等
に
応
じ
て
判
断
し
て
い
く
。

都
議
会
公
明
党
の
推
進
で
可
決
成
立
し

た
都
の
中
小
事
業
者
へ
の
支
援
策
で
は
、

国
の
月
次
支
援
金
へ
の
上
乗
せ
等
が
可

能
と
な
っ
た
。
今
回
の
都
の
支
援
策
へ

の
上
乗
せ
や
国
や
都
の
給
付
金
未
受
給

事
業
者
へ
の
区
独
自
の
支
援
金
支
給
を
。

区
内
経
済
団
体
と
の
意
見
交
換
で
現
況

等
を
聞
き
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
済
証
持
参
の
客
に
割
引

等
を
実
施
す
る
た
め
の
財
政
的
な
支
援

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
取

扱
い
に
対
す
る
国
の
度
々
の
変
更
に
、

区
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。

品
川
区
医
師
会
、
荏
原
医
師
会
等
と
協

議
を
重
ね
、
確
実
か
つ
安
全
に
接
種
が

で
き
る
よ
う
調
整
し
て
き
た
。

ワ
ク
チ
ン
の
広
報
活
動
に
関
し
て
特
に

注
意
し
て
い
る
こ
と
は
。

状
況
が
日
々
変
わ
る
中
で
最
新
の
情
報

が
行
き
渡
る
よ
う
提
供
す
る
こ
と
だ
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
優
れ
た
発
が
ん
予

防
効
果
等
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
漏
れ
の
人
々
に
対
す

る
追
加
接
種
の
費
用
助
成
を
要
望
す
る
。

国
の
方
向
性
の
確
認
等
動
向
を
見
据
え

つ
つ
、
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
は
今
後

の
検
討
課
題
と
考
え
て
い
る
。

風
疹
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
対
象
者

の
接
種
が
低
迷
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

等
、
飲
食
店
が
進
ん
で
感
染
対
策
を
継

続
強
化
で
き
る
よ
う
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
の
付
与
と
な
る
支
援
を
し
て
は
。

接
種
を
完
了
し
た
方
に
特
典
を
提
供
し

て
接
種
率
向
上
と
地
域
経
済
活
性
化
に

つ
な
げ
る
取
組
も
見
ら
れ
て
お
り
、
他

区
の
動
向
も
見
な
が
ら
効
果
的
な
支
援

等
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
集
え
な
く
て
も
、
介
護
者

が
同
じ
境
遇
の
方
の
体
験
を
通
じ
励
み

と
な
り
自
ら
の
体
験
を
発
信
で
き
る
場

と
し
て
、
広
報
し
な
が
わ
で
の
定
期
的

な
特
集
ペ
ー
ジ
の
掲
載
等
を
提
案
す
る
。

対
面
に
よ
ら
な
い
形
式
等
で
の
体
験
の

発
信
や
情
報
共
有
を
検
討
す
る
。

見
守
り
や
介
護
で
遠
方
の
親
元
に
通
う

遠
距
離
介
護
者
へ
の
支
援
は
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
支
援
策
の
現
状
は
。

ご
家
族
か
ら
の
相
談
を
い
た
だ
い
た
際

は
丁
寧
に
お
話
を
伺
っ
て
状
況
を
把
握

し
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
い
で
い
る
。

子
ど
も
達
を
一
人
も
残
さ
ず
救
う
と
の

強
い
思
い
で
、
国
の
動
き
も
踏
ま
え
た

更
な
る
き
め
細
や
か
な
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
支
援
策
を
構
築
す
る
よ
う
求
め
る
。

国
の
報
告
書
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
早
期

発
見
等
の
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
べ
き
施

策
に
つ
い
て
、
区
と
し
て
も
検
討
し
組

織
を
連
携
し
つ
つ
対
応
し
て
い
き
た
い
。

が
、
区
と
し
て
の
対
策
は
。

ま
だ
抗
体
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
へ

の
個
別
勧
奨
通
知
を
１
回
実
施
し
た
が
、

今
年
８
月
に
再
度
実
施
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
し
な
が
わ
産
業
ニ
ュ
ー
ス
等
を

通
じ
、
積
極
的
に
周
知
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
流
行
下
で
保
育
を
行
う
に
当
た

っ
て
、
特
に
気
を
つ
け
て
い
る
点
は
。

感
染
症
対
策
に
注
意
を
払
い
つ
つ
、
目

の
表
情
や
声
の
ト
ー
ン
な
ど
に
気
を
つ

け
て
、
よ
り
伝
わ
る
よ
う
な
工
夫
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
進
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
教
育
現
場
は
ど
の
点
が
変
わ
る
か
。

コ
ロ
ナ
以
前
の
教
育
活
動
が
再
現
で
き
、

あ
わ
せ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
授

業
づ
く
り
等
特
色
あ
る
教
育
が
推
進
で

き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
は
事
実
誤
認
の
発
言

が
多
く
、
風
評
被
害
の
要
因
と
な
っ
て

い
る
。
放
送
内
容
を
フ
ァ
ク
ト
に
基
づ

き
検
証
す
る
授
業
は
、
風
評
被
害
の
最

善
の
対
策
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
の
記
事
や
意
見
に
着

目
し
協
議
す
る
こ
と
は
、
情
報
モ
ラ
ル

を
高
め
る
う
え
で
効
果
的
で
あ
る
た
め
、

今
後
市
民
科
や
情
報
教
育
等
の
教
員
研

修
の
中
で
取
り
上
げ
て
い
く
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済
支
援
に
つ
い
て

介
護
者
・
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
つ
い
て

品
川
区
の
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

品
川
区
の
子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て

品
川
区
の
教
育
に
つ
い
て

た
け
う
ち
　
忍
　
議
員

　
　
　
　
　
　
　（
公
　
明
）

鈴
木
　
　
博
　
議
員

　
　
　
　
　
　
　（
自
・
無
）

国
内
で
の
感
染
者
は
、
ま
だ
ま
だ
拡
大

し
つ
つ
あ
る
。
感
染
者
数
や
死
亡
者
数

は
欧
米
等
と
比
較
し
て
幸
い
に
も
低
く

抑
え
ら
れ
、
国
際
的
に
は
日
本
の
対
策

が
比
較
的
よ
い
の
で
は
と
認
識
さ
れ
て

い
る
そ
う
だ
が
、
区
か
ら
見
た
こ
れ
ま

で
の
国
の
対
応
は
。

マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
国
民
の
取
組
や
、

保
健
所
の
積
極
的
疫
学
調
査
、
医
療
機

関
で
の
検
査
拡
充
や
患
者
の
受
入
れ
な

ど
に
努
め
て
き
た
結
果
、
我
が
国
の
感

染
は
現
状
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

本
区
の
無
電
柱
化
の
現
状
は
、
区
道
約

329
キ
ロ
中
約
23.3
キ
ロ
、
約
７
％
の
無
電

柱
化
を
実
践
中
と
の
こ
と
だ
が
、
多
額

の
費
用
と
そ
の
必
然
理
由
、
今
後
の
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

電
線
や
電
柱
が
道
路
上
か
ら
な
く
な
る

こ
と
で
防
災
力
の
向
上
や
安
全
で
円
滑

な
交
通
の
確
保
、
良
好
な
都
市
景
観
の

形
成
に
つ
な
が
る
重
要
な
事
業
だ
と
考

え
る
。
国
や
都
の
動
向
を
捉
え
、
ま
ず

は
今
後
10
年
間
の
無
電
柱
化
を
計
画
的

に
推
進
し
て
い
く
。

レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
の
で
は
な
く
、

レ
ジ
袋
を
持
っ
て
生
活
ご
み
を
廃
棄
す

る
方
法
と
、
再
利
用
す
る
こ
と
で
レ
ジ

袋
の
消
費
量
を
減
ら
す
こ
と
が
意
識
さ

れ
、
地
球
環
境
を
守
る
心
を
育
て
る
こ

と
が
大
事
だ
。
ど
の
よ
う
に
区
民
の
皆

さ
ん
に
納
得
し
て
い
た
だ
く
の
か
。

小
学
生
を
対
象
と
し
た
家
庭
エ
コ
チ
ャ

レ
ン
ジ
や
環
境
講
演
会
、
代
替
容
器
を

取
り
入
れ
た
区
主
催
イ
ベ
ン
ト
等
の
実

施
に
よ
り
、
環
境
保
全
の
周
知
と
理
解

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

出
産
後
の
男
性
版
産
休
は
、
精
神
的
、

身
体
的
に
負
担
の
多
い
女
性
の
サ
ポ
ー

ト
や
産
後
鬱
の
防
止
に
な
る
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
区
の
考
え
は
。

男
女
と
も
に
仕
事
と
育
児
等
を
両
立
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
子
育

て
し
や
す
い
社
会
の
形
成
に
つ
な
が
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

有
効
性
、
安
全
性
が
未
確
立
な
「
空
間

除
菌
」
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
に
つ
い

て

体
育
時
の
マ
ス
ク
、
肌
着
着
用
等
に
関

す
る
区
立
学
校
で
の
指
導
に
つ
い
て

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー
配
達
員
の
注
文
待

ち
マ
ナ
ー
問
題
と
多
文
化
共
生
に
つ
い

て品
川
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
声
優
や
声
優

無
電
柱
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

レ
ジ
袋
の
有
料
化
に
つ
い
て

男
性
産
休
の
義
務
化
に
つ
い
て

木
村
　
け
ん
ご
　
議
員

　
　
　
　
　
　
　（
し
な
無
）

区
の
音
声
を
使
う
広
報
に
、
区
に
ゆ
か

り
の
あ
る
声
優
の
音
源
を
活
用
す
る
こ

と
を
提
案
す
る
。

今
後
も
品
川
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々

の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
推
進
す
る
。

導
入
予
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
、

区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
声
優
に
よ
る
車
内

放
送
を
流
す
こ
と
を
提
案
す
る
。

Ｐ
Ｒ
方
法
の
１
つ
と
し
て
、
車
体
へ
の

広
告
ラ
ッ
ピ
ン
グ
や
無
料
試
乗
会
な
ど

と
と
も
に
検
討
し
て
い
く
。

体
育
時
の
マ
ス
ク
や
肌
着
着
用
に
関
す

る
教
育
委
員
会
の
指
示
を
現
場
で
徹
底

さ
せ
た
り
、
児
童
虐
待
を
早
期
に
発
見

す
る
た
め
に
、
教
師
に
対
し
、
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
形
式
で
指
示
内
容
等
の
履
行

状
況
を
確
認
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

体
育
時
の
マ
ス
ク
の
扱
い
等
は
教
職
員

へ
周
知
徹
底
し
、
課
題
が
あ
る
場
合
は

指
導
主
事
等
に
よ
る
助
言
を
行
う
。
虐

待
に
つ
い
て
は
、
国
が
示
し
た
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
で
状
況
把
握
を
行
っ
て
い
る
。

い
じ
め
被
害
を
受
け
た
児
童
・
生
徒
が

転
校
を
希
望
し
た
場
合
、
そ
の
転
校
費

用
を
補
助
す
る
取
組
を
導
入
す
べ
き
。

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

松
本
と
き
ひ
ろ
　
議
員

　
　
　
　
　
　
　（
無
所
属
）

の
卵
の
音
源
に
よ
る
広
報
に
つ
い
て
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特別委員会の活動
4月～7月

行財政改革特別委員会

オリンピック・パラリンピック
推進特別委員会

災害・環境対策特別委員会

総務委員会

区民委員会文教委員会

建設委員会

厚生委員会
議員研修会を開催しました

研修会の様子

講師の
田中誠忠氏

４月から７月末までの委員会の主な
活動は次のとおりです。
なお、５月27日の第１回臨時会で
各委員会の委員が選任されました。

４月から７月末までの委員会の主な
活動は次のとおりです。
なお、５月27日の第１回臨時会に
てオリンピック・パラリンピック推
進特別委員会が廃止され、同日新た
に災害・環境対策特別委員会が発足
しました。

常任委員会の活動
4月～7月

4月19日 報告８件（新庁舎整備に関する検討状況など) 
 について質疑

5月17日 報告３件（東京都議会議員選挙（品川区選挙 
 区）における執行要領など）について質疑

5月27日 議案審査（２件）
　　　　 正副委員長互選

6月7日 各所管の事務事業概要を確認

7月6日 議案審査（８件）
 報告１件（令和２年度品川区一般会計予算繰
 越明許費繰越計算書）について質疑

7月7日 議案審査（１件）
 報告８件（荏原文化センター空調機器改修そ
 の他工事請負契約など）について質疑

4月19日 請願審査（１件）
 報告３件（令和３年度町会・自治会に対する
 補助制度など）について質疑

5月17日 報告２件（令和２年度町会・自治会活動活性化
 促進調査の中間報告書など）について質疑
 
5月27日 議案審査（１件）
 正副委員長互選

6月7日 各所管の事務事業概要を確認

7月6日 議案審査（１件）
 陳情審査（１件）
 報告３件（しながわ区民公園屋外水泳場への
 予約システム導入など）について質疑

7月7日 報告２件（荏原第一地域センターの移転など）
 について質疑
 荏原第一地域センターを視察

4月19日 請願・陳情審査（16件）
 報告９件（戸越六丁目地区における密集住宅
 市街地整備促進事業の開始など）について質
 疑
5月17日 陳情審査（１件）
 報告５件（道路通報システムの試行など）に
 ついて質疑
5月27日 正副委員長互選
6月7日 各所管の事務事業概要を確認
 報告１件（「東京河川改修促進連盟」の総会 
 および促進大会）について質疑
7月6日 議案審査（２件）
 陳情審査（９件）
 報告１件（専決処分の報告）について質疑
7月7日 報告８件（区内で初めて確認された「クビア
 カツヤカミキリ」など）について質疑

4月20日 特定事件調査のまとめについて
 ①水族館の運営計画に関すること
 ②働き方改革に関すること

5月20日 特定事件調査のまとめについて
 ①水族館の運営計画に関すること
 ②危機管理に関すること
 ③働き方改革に関すること

5月27日 正副委員長互選

6月8日 調査事項概要を確認

7月8日  「新庁舎に関すること」をテーマに調査・研
 究

令和３年５月24日「コロナ禍での心のケ
ア施策とコミュニケーション力の向上」
と題して、日本メンタルトレーナー協会
公認メンタルトレーナーの田中誠忠氏を
講師にお招きし、メンタルが強い人の特
徴や話を聴く技術などについてご講演い
ただきました。

5月27日 正副委員長互選

6月9日 調査事項概要を確認

7月9日 「環境に関すること」をテーマに調査・研究
 請願・陳情審査（２件）
 報告３件（もったいないレシピコンテストの
 開催など）について質疑

4月19日 報告６件（品川区立学校施設長寿命化計画の
 策定など）について質疑

5月17日 報告７件（電子図書館・音楽データベースの
 導入など）について質疑

5月27日 議案審査（２件）
 正副委員長互選

6月7日 各所管の事務事業概要を確認

7月6日 議案審査（２件）
 陳情審査（１件）

7月7日 報告３件（区立児童相談所開設に向けた進捗
 状況など）について質疑

4月19日 陳情審査（１件）
 報告７件（多胎児家庭支援の充実など）につ
 いて質疑
5月17日 報告４件（品川区の新型コロナウイルス感染
 症にかかるワクチン接種準備状況など）につ
 いて質疑
5月27日 議案審査（１件）
 正副委員長互選
6月7日 各所管の事務事業概要を確認
 報告２件（新型コロナウイルス感染症に係る 
 保健所・保健センターの対応など）について 
 質疑
7月6日 議案審査（４件）
 陳情審査（４件）
7月7日 報告９件（令和２年度品川区障害福祉計画実 
 績など）について質疑

4月21日 特定事件調査のまとめについて
 ①機運醸成に関すること
 ②レガシー政策に関すること
 ③アリーナ·障害者スポーツ施設に関すること
 ④文化プログラムに関すること
 ⑤環境・リサイクルに関すること
 報告２件（東京2020オリンピック・パラリ 
 ンピック聖火リレーなど）について質疑

5月21日 特定事件調査のまとめについて
 ①機運醸成に関すること
 ②レガシー政策に関すること
 ③アリーナ·障害者スポーツ施設に関すること
 ④文化プログラムに関すること
 ⑤環境・リサイクルに関すること
 報告１件（日本ブラインドサッカー協会との 
 パートナーシップ協定再締結）について質疑
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東京2020オリンピック
品川区議会はホッケー応援動画で声援を送りました

　東京2020オリンピック ホッケー競技は
７月24日から８月６日まで大井ホッケー競
技場で開催されました。
　ホッケーを応援している品川区議会では、
応援フラッグを作成し、応援動画で声援を
送りました。

品川区ホッケー応援議員連盟と
品川区ホッケー応援キャラクター「シナカモン」

会　議　名 開　催　日　時

本会議
  9月16日(木)午後  1時
  9月17日(金)午前10時
10月20日(水)午後  1時

会
員
委
任
常

総　務

9月21日(火)午前10時
9月22日(水)午前10時

区　民

厚　生

建　設

文　教

議会運営委員会   9月15日(水)午前10時30分
10月19日(火)午前10時30分

会
員
委
別
特

行財政改革 9月24日(金)午前10時

災害・環境対策 9月27日(月)午前10時

決算※
款別審査

9月30日(木)・10月4日(月)・5日(火)
6日(水)・11日(月)・12日(火)

各日とも午前10時

総括質疑 10月15日(金)午前10時
 

 

 

区議会だよりに掲載する写真を募集しています

　広報会議では、「区議会だよりについて、より多くの方にご
興味を持っていただきたい」との思いから、表紙写真を募集
しております。ご応募いただいた中から選ばれた１枚を表紙
に掲載しています。ご応募いただいた皆様、素晴らしいお写
真をありがとうございました。
　引き続き、区議会だよりに掲載する写真の募集を行います
ので、ぜひご応募ください。

 

　【応募資格】区内在住・在勤・在学の方
　【募集作品】品川区内で撮影したデジタル写真

品川区の魅力を PR できるような写真をお待ちしております。
※応募規定など、詳細は区議会ホームページでのご案内をご覧ください。

【問い合わせ先】
調査係

 
電話：03-5742-6810

　　　　 Fax：03-5742-6895

※決算特別委員会の款別審査では、決算を分野ごとに審査します。最終日の総括質疑では、款別審査の内容等をふ
　まえ、総合的に質疑を行います。
＊新型コロナウイルス感染症対策のため、議会を傍聴できる人数を制限しています。くわしくは区議会事務局まで
　お問い合わせください。
＊本会議は区議会ホームページでインターネット生中継をしています。また、インターネット録画中継も、本会議
　終了後おおむね１週間後、決算特別委員会の総括質疑は終了後おおむね２週間後にご覧いただけます。

本会議・委員会の日程（予定）

 

ケーブルテレビ
放送予定

　本会議の一般質問、決算特別委
員会の総括質疑の様子は、ケーブ
ルテレビ品川の「品川区民チャンネ
ル」で放送予定です。
　放送予定日は以下のとおりです。

● 放送予定日
・本会議（一般質問）
　9月20日（月）～9月24日（金）

　（再放送）
　9月25日（土）・9月26日（日）

・決算特別委員会総括質疑
　10月22日（金）

　（再放送）
　10月24日（日）

令和３年第３回定例会は９月16日から10月20日までの35日間の会期で開催される予定です。


